
２０１８年度前期末試験問題・応用数学Ｂ（ＭＥ４）

注意:  答のみの問題で，問題番号を囲む括弧は数式上必要な括弧を兼ねていない。例えば

x2+2x -3=( 1 )( )x -1 となっていたら( 1 )の正解は ( )x +3 であり，( )( 1 ) ( )x -1
となっていたら正解は x +3である。また，不必要な括弧をつけた解答も減点もしくは 0点とする。

注意:  a
b
を b/a と表すことがある。

注意:  Ω は全事象， φ は空事象であることは解答で断らなくてよい。

1.  次の各問いに答えよ。ただし，答のみ。 ( )21点

(1)  3個のサイコロを投げるとき， 2個だけ同じ目が出る確率を求めよ。
(2)  大小2個のサイコロを投げる。 A:大きいサイコロの目が偶数である事象，B:出る目の和が
奇数になる事象とする。

[1]  A∪B が起る確率を求めよ。
[2]  A∪B と C が互いに排反になるような事象 C の例を1つ作れ。ただし，空事象は除く。

(3)  トランプ52枚をよく切って2枚を同時に抜くとき，A: 2枚とも偶数である事象，B: カードの
数の和が7になる事象とするとき，次の確率を求めよ。ただし， J,Q,Kはそれぞれ
11,12,13 とする。
[1]  P( )A      [2]  P( )B      [3]  P A∪B

(4)  1から10までの異なる数字が書いてあるカード10枚が入っている箱がある。この箱から1枚
のカードを取り出すとき，A:数字が偶数である事象，B:数字が3の倍数である事象とする。この
とき，次の確率を求めよ。

[1]  P A∪B      [2]  P A∪B      [3]  P A∪B
(5)  1から10までの異なる数字が書いてある10枚のカードから同時に2枚のカードを取り出し，
大きい数字から小さい数字を引いた値を x とする。 Ak: x =k となる事象とするとき，次の確率を求
めよ。

[1]  P A1      [2]  P A5      [3]  P Ak    1k 9    k の式

2.  P( )A P( )B > 4
1
ならば，P A∩B >0が成り立つことを証明せよ。 ( )4点

3.  次の各問いに答えよ。ただし，答のみ。 ( )25点

(1)  X が区間( )-2,5 上の一様分布に従うとき，次のものを求めよ。

[1]  確率密度関数 f( )x      [2]  分布関数F( )x      [3]  E[ ]X      [4]  V[ ]X
(2)  X が正規分布N( )20,100 に従うとき，次の確率の値を表から求めよ。

[1]  P 30< X 35      [2]  P 0 X 20
(3)  ある全国模擬試験の得点はN 580,802 に従っているという。上位5%以内に入るには，
何点以上をとっていなければならないか。整数値で答えよ。

(4)  1つのさいころを150回投げるとき，1または 2の目の出る回数をX とする。
[1]  X が従う確率分布をそれを表す記号で答えよ。
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[2]  E[ ]X を求めよ。     [3]  V[ ]X を求めよ。     [4]  E X 2 を求めよ。

[5]  P 45 X 60 の近似値を de Moivre-Laplaceの定理を用いて求めよ。
(5)  5枚の硬貨を投げて，表の枚数をX とする。次の値を求めよ。
[1]  E[ ]3X -2      [2]  V[ ]2X +3

4.  次の文章の括弧に入る最も適切な答えを解答用紙に書け。なお， [    ]は数値が入る。ただし，
答のみ。 ( )12点  ( )京都大 改

( )ここから  事象A,B は互いに独立とする。即ちP A∩ B =( 1 )となる。このとき
P A∩ B =( 2 )-P A∩ B =( 2 )-( 1 )=( 2 )(1-( 3 ))=( 2 )P( )( 4 )
よってA,B も互いに独立である。さて，P( )A =0.36, P( )B =0.2, P( )C =0.1,
PB ∩ C( )A =0.9, P

B ∩ C
( )A =0.7 であるときP A∩ B ∩ C =[ 5 ],

P A∩ B ∩ C =[ 6 ]  ∴ P A∩ B =[ 7 ]，以上よりPA( )B =[ 8 ]  ( )ここまで

5.  次の関数 f( )x を確率密度関数にもつ確率変数X がある。

f( )x =c sin π x  (0x 1)
   0     (x <0, x >1)    c は定数

このとき，次の問いに答えよ。ただし，(1),(3)は答のみ。 ( )13点  ( )三重大 改

(1)  定数 c の値を求めよ。
(2)  X の分布関数F( )x を求めよ。

(3)  E[ ]X を求めよ。     (4)  V[ ]X を求めよ。

6.  X は確率変数， a,b は定数で a >0 とし， Y =aX +b するとき，次の問いに答えよ。 ( )11点

(1)  次の文章の括弧に入る最も適切な答えを解答用紙に書け。ただし，答のみ。

( )ここから  Y =aX +b と置く。X,Y の平均と分散をそれぞれµx,µy,σx
2,σy

2
と表す。 µx とµy

の関係は µy=[ 1 ]となりσx
2
とσy

2
の関係は σy

2=[ 2 ]となる。これらの関係を用いると
E  Y -µy

3 =[ 3 ]E  X -µx
3 , E  Y -µy

4 =[ 4 ]E  X -µx
4
となる。

( )ここまで

(2)  Y の歪度，尖度はそれぞれX の歪度，尖度に一致することを(1)の結果を用いて示せ。

7.  ある病気にかかっているかどうかを検査する方法にはA,B,C があり，そのいずれか1つだけを
受けるものとする。また，それぞれの検査で陽性反応を示した人のうち，Aは 8%，Bは 3%，C は
7% の割合で実際にはその病気にかかっていない人がいることがわかっている。いま，それぞれの検
査で陽性反応を示した人を集めたところ，その人数比はA,B,C の順に5:6:7であった。このうち
の1人を任意に選ぶとき，次の問いに答えよ。 ( )14点

(1)  病気にかかっていないという事象をD とするとき，P( )D の値を求めよ。

(2)  さらに精密検査を行ったところ，病気にかかっていることがわかった。この人が次の検査で陽性

反応を示した人である確率を求めよ。ただし，[2],[3]は答のみ。
[1]  A      [2]  B      [3]  C
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